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＜連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・レボトミン錠25mg在庫無いそうです。処方検討お願いします。

＜入室状況＞
【入院】
・佐々木　千明様～Bユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
・青木　昭弘様～レボトミン75mg→100mg増量、炭酸リチウム300mg→200mgへ減量。
他同内容7日分処方
・袴田　将志様～ロイコン40mg→30mgへ減量。他同内容7日分処方。
・若沢　理子様～レボトミンからコントミンへ処方変更。他同内容7日分処方。
・丹内　榮子様～トピナ錠50mg→100mgへ増量。他同内容7日分処方。
・鈴木　和則様～アマリール１ｍｇ錠 1 錠追加。他同内容7日分処方。
・立花　圭様～デルモゾ―ル軟膏処方。
・中居　伊佐男様～レボフロキサシン錠飲み切り中止。
・金田　英美様～同内容7日分処方。
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。ユニット内を走り回り、他室入室や大声・奇声を自制できず、早めに開放観察終了とする。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。頭痛の訴え聞かれ、8：30疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T服用する。その後不調の訴えは聞かれず、自室内で静かに過ごされている。対応穏やか。不機嫌さなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・野坂　翔様～午前・午後2時間ずつの開放観察実施。ホールや自室にて静かに過ごされる。自室へ誘導時も拒否なく、衝動性や不穏さはなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜柞木田Dr.診察＞
・白幡　一真様～レキサルティ内服でも精神症状が悪くならなければ、リスペリドンの漸減
中止を目指す。

・風張　久美子様～レボフロキサシンは飲みきり終了。点滴1500ml→1000mlへ減量。
　　　　　　　　　食事は1/2以上摂取出来るよう伝えられている。

・冨田　義明様～ラツーダ40mg→20mg、ミルタザピン15mg→30mg。アナフラニール25mg追加
　　　　　　　　その他同内容7日分処方。

・豊川　京子様～白湯200-200-200に増量。明日からカデックス軟膏処方。

・滝田　英人様～処方変更無し。

・森山　シゲ様～血糖３検継続、スライディングスケールは中止。
血糖コントロールがよさそうであれば、南病棟への転出を検討。

・淵沢　和子様～処方変更無し。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年3月19日　12：46
　氏　　名：佐々木　千明（ささき　ちあき）様
　生年月日：昭和27年8月11日（70歳）
　病　　名：不安神経症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
　
　＜経過＞
　不安神経症の診断で八戸赤十字病院に通院中。これまでにも不安感や身体の不定愁
　訴を訴えての救急要請、短期間の入院（計19回）を繰り返していた。R6.3.11頃よ
　り身体の痛みや胸部不快感等の訴えて八戸赤十字病院に救急搬送となっている。同
　院に諸検査実施しているが異常所見なし。同時期より本人が自宅生活の継続に不安
　を訴えており休養目的の入院を希望したことから当院への入院調整依頼有り。主治
　医診察の結果入院加療必要と判断された事から薬剤調整、環境調整目的にて東病棟
　ユニットへ任意入院となる。


